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 ～乙中学校で目指す生徒像～ 

地域   地域の良さに触れながら 広い視野をもち 自ら将来を切り拓く生徒 
                                胎 内 市 立 乙 中 学 校 

学校運営協議会(ＣＳ)だより第２号 

                                        令和５年 ５月３１日 
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 今月号では２年生の総合的な学習の時間で行った「北前船」の学習活動について紹介します。そ 

もそもこの学習が始まったきっかけは、「地域のために何かできることはないか」というところか 

らでした。「桃崎浜の海浜清掃を行おう」ということになりましたが、綺麗にしようとする桃崎浜 

が歴史的にどのような場所であるかをまずは学ぼうということになりました。そこで行き着いたの 

が「北前船」です。北前船は江戸時代から明治時代にかけ、大阪から下関を経て北海道に至る「西 

               廻り」航路に従事した重要な海運船です。この北前船があること 

               で当時の日本経済が大きく発展したことは間違いありません。そ 

               んな歴史的に非常に価値高い北前船の寄港地だったのがこの桃 

               崎浜です。北前船の乗船員の人々を支え、全国の特産品が集まる 

               場所がココ、桃崎浜でした。これは凄いことです。 

 まず、２年生はこの北前船のことについて詳しく知る胎内市教育委員会生涯学習課の伊東さんに 

乙中に来てもらい北前船の歴史について講義してもらいました。北前船の 

重要性、桃崎浜に寄港した理由を知ることができました。そして、次の週 

は桃崎浜文化財収蔵庫に見学に行きました。北前船の模型を実際に見てき 

ました。今でいう 10 トントラック６～７台分くらいに荷物を積みそれを 

わずか４～５人で漕ぎ高速で日本海各地を廻っていたそうです。 

「昔の人は凄いわ」―２学年主任の屈強な黒鳥先生も思わずつぶやいていました。収蔵庫には航 

海の無事を祈り作られた「船絵馬」も展示されていました。そこで、２５日(木)に胎内市美術館に 

          行き、船絵馬制作を体験しました。２年生みな叶えたい願いを絵馬に込めて 

          真剣に上手に絵馬をつくりました。 

           この活動を通して、いつも何気なく、当たり前のように見てきたこの桃崎 

          浜の景色も、どこか違って見えてくるのではないでしょうか。多くの北前船 

                             と活気あふれる人々でにぎわっ 

                             たこの海岸を、この地域を、今を 

                             生きる私たちは大切にしていか 

                             なければいけませんね。 

 

 

 



 

 １年生の芋栽培は着々と準備が進んでいます。４月末に地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの 

齋藤さんの息子さんとそのお友達に耕運機でキレイに耕してもらった後、 

１年生の生徒と先生で畝作りとシート張りを行いました。各グループにで 

区画を分担し、くわやスコップを使ってせっせと作業です。 

           ２年生が商業や漁業の学習とするならば、１年生のこの活動はまさに農業 

          の学習といえます。私事ですが、私が小さい頃はこの時期の手伝いといえば 

          畑かたんぼでの作業でした。畝の端が果てしなく遠く感じたことをよく覚え 

          ています。でも作業が辛い分、収穫したときの喜びや食べた時のおいしさは 

          格別でした。３１日はいよいよ苗植えの予定です！ファイト！１年生！ 

 

            ３年生は総合的な学習の時間で、下越・新潟の高校について調べ、レ 

           ポートにまとめる活動を行っています。私立、県立を１校につきペアか個

人で細かく調べ上げています。これから体験入学やオープンスクールの案

内が来たり６月末には高校説明会といって各高校の先生方から乙中に来 

て、説明いただく会が行われたり、まさに自分の将来について本格的に考え、決定する時期です。 

今、どの高校も「オリジナリティ」や「この高校だからこそできること」を 

創り、アピールしています。地域と連携した事業や活動を行う高校も増えて 

きました。高校を知ることで、自分の将来の生き方を深く考え、未来に希望 

をもって活動するきっかけとなることを期待しています。 

 

 今月、選挙管理委員会の活動の一環として緑の募金活動を行いました。多く 

の生徒や先生方からたくさんの募金をいただき、総額 5,204 円にもなりまし 

た。こちらは胎内市役所農林水産課農林推進係にお渡しし、市内や県内の緑化 

活動に活用いただくことになります。御協力ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 学年宣言の大きなポスターにクラスメイト一人ひとりの手形をつけた１年生。飾ってある完成品を見 

   て「大きな手の人いるんだねぇ！」とつぶやくと「それ、安達先生の手形です。」と教えてくれました。 

２年生 ハンバーグや鮭のムニエルなど、調理実習をする２年生。主菜だけでなく材料から副菜などをオリジ

ナルで創るという本格ぶり。スープを作りながら「俺、天才だわ」と言い放つ料理の鉄人多数出現。 

３年生 学校で将棋やトランプを昼休み貸し出しＯＫとなり、早速楽しむ３年生。「桂馬の使い方がミソだね」 

と大竹が言うと、なるほど！という顔で桂馬の駒を立て始める人。・・・・なるほど。『使い方』ね。 

全 校 生徒集会で選挙管理委員や生徒会総務主催によるクイズ大会が開催され大盛り上がり。委員会対抗の 

    末、最終的にはジャンケンで優勝を決めて跳びはねて喜びを表現する生活環境委員長。やったね！ 

 


